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おわりに 
 
 本報告書は、アジア経済研究所が伝統的に培ってきた「現地統計を用いたマクロ計量分析」を、こ

れまで手つかずの状態であったカンボジアに適用するために、カンボジアの統計整備状況を概観する

ところから始めた。結果として、所期の目的通りカンボジアの公式統計を最大限用いたマクロ計量モ

デルを作成する運びとなった。さらに単純なものとはいえ、シミュレーション実験も一通りこなせる

ものが作成できたということは、正直なところ、うれしい誤算であった。 
統計上の制約を考えると、あまり緻密な構造を求めることは不可能であったが、カンボジア経済を

表現するマクロ計量モデルが作成できる程度のデータセットを用意できる、という、逆説的ではある

が肯定的な結果が出せたものといっていいだろう。今回の作業を通じて、カンボジアモデルについて

は、それが作成可能か、という可能性（possibility）の段階をクリアし、次はどの程度まで精緻化で
きるかという蓋然性（probability）の段階に昇華させる、その道筋をつけたものと考える。 
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